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Macrophage Migration Inhibition現象にbける

血清因子の影響*

菊地由生子・森川和雄

(北大結核研究所病理部門〕

(受付

従来，遅延型過敏症成立生体の諸反応は，主として細

胞性免疫で説明されており，体液性因子が関与している

と云う確実な結論は，現在まで出されていなし、。一方，

遅延型過敏症の invitro a田ayの1つの方法として，遅

延型過敏症成立生体から得た macrophage又は末梢白血

球の capillarymigration inhibition現象の観察が用いら

れるようになって来た。この際，感作生体のリンパ球を

特異抗原と共に培養すると，その上清に migrationinhi-

bition (MI)を惹起する有効物質として migrationinhi-

bition factor (MIF)が出されることが知られている。そ

して，このMI現象は薬理学的な有効物質のMIFによる

現象であって，SF作生体の抗血清には影響されないと云
う考えが支配的であり，現在迄詳しい検索なされていな

L 、。最近，少数の報告により， MI現象には抗血清も関

与しうる事実が報告されている。一方，遅延型過敏症生

体における抗血清の影響については， cyt口philicr出 ody
(Nelson)の "macrophagedisappearance reaction"，遅延

型過敏症抗血清移入の成立:同種移植の移植片脱落促進

現象などが報告されている。

我々は，結核菌により遅延型に感作された家兎の肺胞

細胞の MI現象をしらべた際，その感作家兎の抗血清を

遊走培地に加えると MI現象が多くの場合増強されるこ

とを観察して来た。そこで今回は， MI現象を示す液性

因子が抗血清中に存在するか否か，存在するとすれば，

どんな物質かを検索するために実験を行なった。

実験材料と方法

実験は 1)-9)まであるが，これらの実験に共通の

材料，方法についてまとめて述べ，個々の点に関して

は，各実験の項に記載する。

1) 動物:体重3，000g前後の家兎 o，♀ 110匹，

2) 感作抗原と感作方法:結核菌加熱死菌H37Rv株

11月29日， 1971) 

カ月おいて再感作後，約2週目に5mgの同死菌の生食水

浮遊液を静注し， 4日目に肺胞採取の実験Jこ供した。他

方，結核菌抗原と比較の意味で， bovine r-globu1in(BGG) 

を抗原として， 20mg皮下又は BGG20mgに complete

adjuvantを加えて感作し 6週後に同量の BGGで再感

作した家兎肺胞細胞を用いた。

3) 遊走用肺胞細胞

Myrvicの方法にならって肺胞細胞を採取するが，家兎

l土頚動'JJiより全採血をして，肺組織から出来るだけ血球

を除く。その後気管上部から摘出した肺に， heparin 0.5 

u/凹tの割合に加えた Hanks液で経気管性に肺を満し，

数回肺胞細胞を洗い出す。これをHanks液で3回洗って

最終的には， 20%正常家兎血清を加えたEagleMEM培

養液で15x106jmQの濃さの細胞浮遊液とする。

4) 遊走実験用抗原

a)ツベノレクリン蛋白 (TPtと略す〉は三塩化酢酸沈澱

蛋白を25μgj叫の割合で用いた。

b)ツベルクリン多糖体(TPsと略す〉は， 80% meth-

a叫画分Z用い， 10μgjmgの割合で遊走培地:こ加えた。
c) BGGは50μgjmQの割合で使用した。

5) 肺胞細胞の capillarymigration法)

上記の方法で採取した細胞浮遊液は，水流真空ポンプ

で，一端を sealした hernatocri t用 capillaryに吸入し，

800 rpm， 1分間正確に遠心して来日胞を capillaryの seal

端につめる。細胞と培養液の境界面でcapillaryを切り，

これを24x24mmのcoverglassの中央に si1icongreaseで

はりつける。一方， Mackaness charnbεrの変法として，

3穴の凝集反応用 holeglassを用し、， sampleを加えた培

養液で満し， capillaryをはりつけた面を液面にむけて

cover glassを3穴それぞれに paraffinで封印する。 こ

の際気泡を入れないように注意する。 この chamberを

3rc， 5 % CO2 ガス下で培養し，24， 48時間で mac-
1omgに， Freund adjuvantを添加して皮下に感作L，1 rophageの migrationareaを測定する。測定は倒立顕微

特本研究は，第21回日本アレルギー学会総会、ンンポジウムに発表した。
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感作家兎肺胞細胞のMIに及ぼす

結核血清の影響
表1鏡の s句ge上の副尺っき目盛で， migration areaの縦横

の直径の積をとり， 3穴の平均を出す。対照群のそれと

の聞の比を%で示し，これを migrationindex (MI)とす

る。

12/27 

用いた例と比較すると， 27例中10例は，結核血清を用い

た方に MI現象強く，ほぼ同程度のもの12例，逆によく

migrateする例5例であった(表 1)。

2 逃走培地内結核血清の濃度による影響

沈降価64x叉は 128xの結核血清を正常血清で3段階

に稀釈して培養液に加え，まず感作細胞の migrationを

しらべた。図 1に示すように，抗原を加えなくても多く

の場合，抗血清の濃度が高いほど MI現象がつよかっ

た。この培養液に抗原を加えると migration areaは，全

体に小さくなり，一層 MI現象が著明になった。同様の

実験を正常細胞について行なうと，抗原を加えない場合

のMI現象は抗血清の濃度に影響されなかったが，抗原

を加えると抗血清の湊度に比例して MI現象がつよかっ

5/27 
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抗原+資料加培養液での migrationarea 
MI= 100x 資料加培養液での migration area 

なお， % inhibitionとしては (100一MI)を示した。

6) 抗血清

血清の沈降価が充分高くなるように結核死菌 10時に

adjuvantを加えて， 5~6 回皮下に感作し，沈降価が64

X~ 128 xに達した動物から採血使用した。 BGG感作

は， 20時づっ2又は3回皮下に注射して，沈降価の高い

ものを選んだ。

7) 血清分画

a)飽和硫安法:型の如く飽和硫安液を30%，60%， 

80%と階段的に濃度を上げて，各々で得られた画分を用

L 、た。

b) DEAE-Sephadex A-50 c口lumnchr也natography

90x2.5cmのcolumnで， O.山1tris-HCl buffer pH 8.3で

分画を開始し，連続的に NaClt農度を0.3Mまで漸増し
て溶出させた。試料は startingbufferで透ザ殺で13mQ，

流速15mQ/hr，5 mQづっ fractioncollectorで集め，分光

光度計で O.D.280mμを測定した。

c) Sephadex G-75 gel filtration 

90x 2.5 cmの columnに Sephadexをつめ， 0.15M 

NaCI-0.01M tris-HCl buffer， pH 8.3を用いた。試料

は startingbufferで透析し， 2 mQ(正常血清〉又は3mQ 

(抗血清〉を用いた。流速6.5皿Q/hr，5 mQづっ fraction

collect切で集め， O.D.280mμを測定した。

8) 血清分画国分の免疫電気泳動法(lE〉lEFる同定
免疫電気泳動法は，基本的に Scheidegger法に従っ

た。 Nobleagarを精製し， pH8.6の veronalbuffer 

(Lau閃 11)を用いて， 40mA， 45分通電した。硫安分画々

分は 5~6 倍に濃縮し， chromatographyで得た画分は

20~30倍まで可及的に濃縮してから， 0.15M NaClで透

析し，電気泳動後に抗兎全血清で沈降線を作った。
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1. 結核死菌感作家兎肺胞細胞の capillarymigration 

inhibition test 

TPt25μg/叫を加えた培養液で，免疫兎の肺胞細胞を

migrateさせると， migration index 75%以下で MI現

象がみられたものは20例中12171J.75%以上で MI現象の

弱L、か，みられなかったもの8例であった。抑制が弱か

った原因は最終感作後 1カ月以上を経過したものが含ま

れていたためと思われる。

次に正常血清の代りに自家血清，すなわち結核血清を

結
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を組合わせると(図4)，感作細胞より弱し、が migration

areaが小さくなった。又TPsと正常血清の組合わせでも

migration areaの或程度の縮小があったところから， TPs， 

TPt共に非特異的抑制作用があると思われる。

5. 抗BGG血清の影響

結核血清の MI作用と比較するために，即時型感作抗

BGG血清の MI作用をしらベた。結果は表31こ示すよ

うに，感作細胞及び正常細胞に対して，共に郎G抗原

のみでは MI現象を起さなかった。しかし BGGと抗

BGG血清の組合わせでMI現象をみると，いずれの場

合も MI現象がみられた。

Migrationにおよぼす TPs抗原の影響図4

た。すなわち抗血清中には抗原の存在下で， MI現象を

起す因子のあることが，示唆された(図2)。

3. iツ」蛋白抗原の抗血清による吸収試験

TPtと抗血清の組合せて、生ずる沈降物質を除いた上清

は， MI現象を窓起すか否かをしらべた。培養時の TPt

i農度が25μg/mQとなるように調整して，沈降価の高い抗

血清を，正常血清で3段階に稀釈したものと合わせて，

40C， 1週間振滋しながら incubateし，充分つよく吸収

を試みた。これを 10，000rpm，20分遠心しその上清を

遊走培地に20%の割合にそれぞれ加えて，感作及び正常

細胞の MI現象をしらべた。

結果は表2に示すように，収吸抗血清の」二清の濃度が

高いほど migration areaが小さかった。この現象は感作

細胞，正常細胞を問わずみとめられたので， 2.で得られ

た結一果からすると，沈降性のTPt抗原叉は抗血清が充分

吸収されなかったか，或いは，その沈降性抗原一抗体結

合物は， MI現象に強い関連性がなかったものと考えら

れる。

抗BGG血清のMIに及ぼす影響表3

Migration lndex (%) 

液加

抗BGG血清

培養

正常血清

使

感

migratio恒 ar田 (mnD:normal
immune macrophage I macrophage 
12  13 33 38 I35  

16.0 30.9 30.5 33.2 11.7 I 42.3 

14.1 27.6 24.8 26.3 6.7 I 37.7 
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4. iツ」多糖体の影響

一般に遅延型反応に関係がなく，沈降抗原といわれる

TPsが，感作及び正常細胞の MI現象にどう影響する

か，また結核血清との相関， TPt抗原との比較も行なっ

た。図3に示すように，感作細胞では正常血清加培養液

内では， TPs， TPt共に MI現象がみられ，抗血清と組

合わせると，更に migration ar聞が小さくなり， MI現

象の増強がみられた。同様に，正常細胞に TPsと抗血清 87.4 

68.5 
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53.9 

61.3 

75.7 
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6. 結核血清の非動化及び補体の影響

結核血清を 560C，30分， 型のま口く非動化して，遊走

培地に加え， 6例の正常細胞について， MI現象をしら

べた。結果は表4に示すように，ほとんどの場合，抗血

清の MI作用が低下或いは消失して，よく mlgrateする

結果を得た。そこで，非動化血清に，新鮮モルモット血

-11-
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清を培養液の 1%の割合に加えて正常細胞の MI現象を

しらベた(表5)0 2種類の結核血清についてみると，非

動化により migrationindexは上昇し，補体を加えると

再び migrationindexが低下する傾向がみられた。この

作用が補体そのものの作用でなく，抗血清中の因子と関

連することは，補体のみを培養液中に加えても MI作用

がみられなかったことから知れる。

表4 抗血清非動化の影響

Migration Index (%) 

血 清
正 常 細 胞

4 2 3 30 31 

33 71.8 71. 7 61.4 57.1 

結I33-1 108.5 58.7 73.6 90.6 
38 82.3 77.5 33.7 80.8 

38-1 127.4 96.8 77.0 75.6 

核I63 75.8 
63・I 93.9 

97.1 75.7 63.4 91.2 93.5 70.2 

常 NRS-1 125.3 91.5 92.5 71.0 

1 : 56'C 30'非齢化

表 5 Complementの影響

Migration index (%) 

正常家兎
血 清

13 78.9 79.2 61.4 
結 13・I 81. 6 80.4 73.6 
13・I+C' 65.5 68.2 83.6 

22 81. 3 74.4 
22・1 84.5 86.6 

核 22-I+C' 78.9 19.2 

正 97.6 113.2 93.5 
1・l 92.9 

常 1-I+C' 107.0 

モ C' 91. 1 126.5 
}v 
モ 97.8 
ツ 1 : 56t! 30' 
ト C -1 96.1 102.8 inactivation 

7. 抗血清中の macrophagecytophilic factorの影響

結核血清と対照の正常血清を用意し，それぞれ一部を

とって非動化した。又結核血清のr-globu1inは30%飽和

硫安法で、塩析して得たものを， Eagle MEM培養液で透

析して用いた。

正常細胞15x106/1皿tの細胞浮遊液0.5mQに対し，各々

の血清又は r-globulin1凶を加えて，3rC， 1時間 m-

cubateした。それを新鮮な EagleMEM液で 1回洗って

から細胞をcapi1laryにつめ，正常血清を加えた培養液で

MI実験を行なった。この際，非動化血清で、処理した群

には，非動化正常血清を用いた。それぞれの群で， mig-

ration indexを出すと表6の如くである。すなわち，抗

血清で、処理した4例のうち3例ではMI現象がみられ，

非動化抗血清処理ではMI現象はみられなかった。叉，

正常血清でも非動化によって migrationindexが上昇す

る傾向がみられた。すなわち，抗血清中には 56
0C，3D' 

で効力が低下し， macrophage cytophilicで， MI作用を

示すfactorがあることが示唆された。しかし，r-globulin 

中の cytophilicfactorではないかと考えられる。

表6 cytophilic factorの検索

Migration Index (略)
normal macrophage 

serum 37 38 39 40 49 56 

TRS 69.6 112.0 80.3 76.7 

TRS・l 101.3 125.2 95.7 117.6 

TRS.)'・gl 1:.' 102.1 

NRS 101.2 1叩 s 71.9 87.1 

NRS.I 117.4 114.2 101.3 101.1 

TRS:輔植血，宵 NRS: j[常凪清 1:時で.30 

8. 結核血清の飽和硫安分画々分の影響

上述の結核血清中の活性因子は，どの血清分屑にある

かを，まず検討するために，型の如く，飽和硫安の30%，

50%， 80%及び80%以上で塩析を行ない， Hanks液で透

析後， O.D.280mμ を測定して蛋白量の目安とし，蛋白

量を一定にして培養液に加え正常細胞の遊走試験を行な

った。免疫電気泳動法で，主としてr-globu1inを含む硫

安30%及び50%の画分に MI作用はなく， albumin， a-

globulinを含む硫安80%及び80%以上の画分に MI現象

がみられた。そこで，更に多種類の結核，及び正常血清

について， r-globu1inを含む硫安50%以下の画分(Fr.1 ) 

と， albumin を含む硫安60~80%の画分 (Fr. II )の 2つ

表7 抗血清画分のMI作用

Migration Index (%) 

分商硫安濃度
分画血清

結

核

血

清

50%以下 60-80% 

No. 2 110.2 86.3 

13 97.8 75.1 

15 90.4 81.9 

22 139.9 90.1 

33 103.5 80.7 

No. 130.8 97. 7 

2 113.8 105.9 

3 105.4 117.2 

4 92.4 94.4 

5 92.2 103.8 

正

常

血

清
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に分けて， MI現象をLらベた。結果は，表7に示すょ した。条件は，実験方法nのb)に記載した。結果は図
うに，結核血清Fr.nだけに， MI作用がみられ， Fr. 1及 5に示すような溶出曲線が得られた。この fractionのう

び正常血清のFr.1 ， n共にMI現象がみられなかった。 ちから，大きな peakに一致した5つの画分をとり出

9. 血清飽和硫安両分の columnchromatography分画 し， O.D.280mμ を測定した。 これを蛋白量の目安とし

と各画分の MI作用 て調整してから各々をEagleMEM液で透析し，遊走

1) 結核血清画分の DEAE-SephadexA-50 fraction 培地に加え， MI作用をしらベた。%inhibitionは，

結核血清 No.15の60~80%飽和硫安画分について分画 Fr.3が16.5%，Fr.4が12.9%でよわい MI作用で、あっ

coJumn 90 " 2.5 cm 
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図5 結核血清80%飽和硫安画分の DEAE-
Sephadex A-50 fractionとその MI

図7 結核血清60%以上飽和硫安画分の
Sephadex G-75 fractionとその MI
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図8 結核血清60%以上飽和硫安画分の
Sephadex G-75 factionの免疫電気泳動像
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た。これらの画分を濃縮後， IEを行なうと，図6に示す

ように albumin，a-globulinに易動度をもつことが知れ

た。

2) 結核血清の SephadexG-75 fraction 

結核血清No.13の60%以上飽和硫安画分について，

Sephadex G-75 gel filtrationを行なった。条件は実験方

法7)のりに述べた。結果は図7に示す溶出曲線が得ら

れ， 8つの画分をとり出して， 1)と同様にMI現象をし

らベた。すなわち， Fr. 3に比較的強いMI現象 (26.0%

inhibition)がみられ， Fr.4(17.I%)， Fr.7(13.4%)に

も弱L、MI現象がみとめられた。これらの画分を各々濃

縮して IEを行なうと，図8に示すように， Fr. 3， 4は

albumin， a-globulinに易動度が一致するが， Fr.7は蛋

白量が低いためか，或いは抗兎血清中に対応する沈降抗

体がないためか，沈降線が得られなかった。

3) 正常血清の SephadexG-75 fraction 

正常血清No.2の60%以と飽和硫安両分2mQについ

て，結核血清と同じ条件でgelfiltrationを行なった。そ

の結果，図9の溶出曲線を得た。結核血清の溶出曲線に

類似の patternを得たので，ほぽ対応する画分について

8つをとり出し， MI作用をしらべた。その結果Fr.7に

のみよわいMI作用(13.8%)をみとめたが， IEによる沈

降線は得られなかった。
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図10 正常血清60%以上飽和硫安画分の
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総括及び考案

以上をまとめると，

1. 結核死菌感作家兎肺胞細胞の capillarymigration 

は「ツ」蛋白抗原によって抑制される。遊走培地内に自

家結核血清を入れると， MI現象が増強されるものが多

し、。

2. MI現象に対する結核血清の濃度の影響は，沈降

価の高い結核血清を正常血清で3段階に稀釈して培養液

に加えMI現象をみると，抗原を加えた場合には，感作

細胞でも正常細胞でも，抗血清の濃度に比例してMI現

象が増強された。

3. rツ」蛋白抗原の抗血清による吸収試験では，正常
血清で3段階に稀釈した結核血清とTPt抗原を合わせて

充分吸収した上清について， MI現象をしらべると， 2. 

とほぼ類似の結果が得られた。

4. rツ」多糖体のMI作用では，
感作細胞に対しては， TPt抗原と同様の MI作用がみ

られ，結核血清との組合わせでは，感作細胞はもちろん，

正常細胞に対してもある程度のMI作用がみられた。

5. 抗郎G血清は，国G感作細胞と正常細胞に対

して抗原と共同してMI作用を示す。

6. 結核血清の非動化により，抗血清のMI作用は低

下又は消失し，補体を加えると，そのMI作用はある程

度回復した。

7. 結核血清中の macrophagecytphilic factorの影響

をみると，抗血清及び正常対照血清で，3rC， 1時間処

理した正常肺胞細胞のMI現象は，抗血清処理細胞に抗

原を組合わせた場合のみMI現象がみられた。非動化抗

血清で処理しでも， MI現象はみられなかった。又，結

核血清の30%飽和硫安分画 r-globulinで処理した細胞

では， MI現象はみられなかった。

8. 結核血清の飽和硫安分面々分の影響をみると， 30 

%及び50%飽和硫安分画による r-globulinを含む画分
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には， MI作用がみられなかった。一方， 80%及び80%

以上飽和硫安分画による albumin，a-globulinを含む画

分に， MI作用がみとめられた。

9. 60-80%飴和硫安画分のcolumnchromatography 

分画々分については，

1) DEAE-Sephadex A-50画分で，得られた5つの画

分中，albumin， a-globulinに易動度をもっFr.3及び4に

よわい MI作用をみとめた。

2) Sephadex G-75画分では，結核血清分画々分8つ

について，しらべると albumin，庄一-globu¥inを含むFr.3， 

4iこ比較的強いMI現象が，抗原存在下でみられた。

Fr. 7にも，よわい MI作用がみられたが， IEで，易動

度を知ることは出来なかった。

正常血清の同様の分画で得られた画分のうち，抗血清

のFr.7に対応する画分によわし、MI現象がみられた。こ

のことから，結核血清にみられたFr.7のMI現象は，結

核血清に特異的な因子ではないと考えられる。

以上が総括である。さて，遅延型感作動物の血清中に，

MI現象を起す因子があるとし、う報告は比較的少なく，そ

の因子の性状についても意見はまちまちである。Amosら

は一定の方法で BCG感作したモルモット血清中に出来

るcytophilicantibodyが，特異抗原の存在下で MI現象

を起すが， これは macrophage， リンパ球などの細胞免

疫学的機序で起きた現象でなく， 2次的なMI現象とし

ておきたものであるとしている。又， Heiseらは， BCG 

感作モルモット血清中の cytophilicantibody及び感作

macrophageの加熱溶出物質が， MI現象を惹起し，これ

はSephadexG-200による分画で， r-globulinであること

を報告している。我々の得た血清因子は， cytophi¥icで

はあるが， albumin， a-globu¥in附近に易動度をもっ点で

大きく異っている。最近 Nelsonは，マウスを，羊赤血

球にadjuvantをつけて感作した7日目の血清中にみられ

るfasta t-globu¥inが，遅延型反応に関係のあることを報

告している。これは凍結融解に弱L、が，耐熱性で， tryp-

sin感受性であり，補体結合能力はないとし、う。又， 免

疫学的特異性をもつが， rz-glo加linなどの従来の抗体

免疫グロプリンとは明らかに異った抗体であるとし、う。

我々の得た因子は，易動度，免疫学的特異性のある事，

cytophilicの性質がある事，などの点で類似するが， 補

体が関与しているらしい点，それと共に耐熱性の点で異

っている。一方， Bloomらは， MIFの純化の過程で，そ

の分子量は50，000-75，000で， a-globulin又はそれより

早い易動度をもっと報告している。しかし，それには免

疫学的特異性はなく，純粋に薬理学的なmediatぼであろ

うとしている。他方Amosらは，不溶性抗原を用いて感

作リンパ球培養上清から MIFを得，完全に抗原を除外

してみると， MIFには MI作用はなく，抗原を加えては

じめて MI作用がみられた点から， MIFは "antibody-

like"facmrで，免疫学的特異性を強調している。叉，最

近，山本らは， BCG cell wallで脱感作したモルモット

血清中には， MIFとよく一致した作用を示す因子があ

り， Sephadex G-200で分画すると， albuminに一致する

画分に有効因子を見出した。これは MIFが血中に流入

したものと考えている。

これらの報告を合わせ考えれば Nelsonの fastat-

globulinからなる cytophilicantibodyと， MIFの性状

及び血中に混入する可能性などから，両者の関連性が浮

び上がるが，互に異った場で，異った条件下における成

績であり，結論は今後の検索にまたねばならない。しか

し，少なくとも， albumin， a-globulin附近に易動度をも

っ物質が，何らかの意味において遅延型反応と密接な関

係があると思われる。我々の教室の奥山は，結核感作

macrophageの抗原処理培養上清に皮膚反応有効物質が

含まれ，これは albumin，a-globulinに易動度を有する

と報告している。又 Pickらは，感作リンパ球を用いて

同様の実験をし， slow a-globulinを証明して，皮膚反応

性物質として報告した。更に Dupuyらが IgXと呼んで

L 、る遅延型感作動物のリンパ球から得られる一種の免疫

グロプリンも， s-globulinより早い易動度をもっと指摘

し，その transferの成功を報告している。又， Coleら，

Rauchら Tsujiらも a-globulinを主に含む血清画分に

よる遅延型過敏症の passivetransferを報告している。

我々の見出した因子もこの辺の物質に近いと思われる

が，即時型感作血清としての対照であるBGG抗血清が，

結核血清と同様の MI作用を示した事実は，結核菌感作

血清中に，いわゆる即時型反応に関与する血清抗体が共

存し，結核血清による MI作用の桟序解明を複雑にして

いる可能性がある。又「ツ」多糖体は一般に，血清沈降

反応と関連性が深いとされているが，我々の用いた粗な

「ツ」多糖体にも，結核血清と共同した MI作用があり，

少くとも分画しない生の結核血清には，いわゆる血清抗

体と抗原との共同作用が， MI現象に関与しているとも

考えられる。しかし， Amosらによると， BCG感作によ

るcyゆ ilica帥 odyは， rツJ多間ザ抗原とつよい親和
性があるとL、う。従って， Chaparasらによって報告さ

れたように， rツ」多糖体がMI現象を示す事実と考え合
わせて，興味がある。

いずれにしても， MI現象は，遅延型過敏症の invitro 

での表現であるにせよ， MI現象は遅延型過般症に特有

な MIFによってだけ起こる現象ではないであろう。他

に，いくつかの複雑な因子がMI現象を惹起しうると考

えられる。その 1つが血清因子である。 ことに invivo 
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での遅延型反応には， macrophage， リンパ球，抗原が関

与するばかりでなく，常に血清因子の介在が考慮されな

ければならなし、。 いわゆる抗体， cytophilic antibody， 

補体などが，抗原と直接或いは細胞相互の干渉を介し

て，間接的に MI現象に関与する可能性がある。

この意味においても， MI現象における血清凶子のれ

用桟序の解明は，意義あるものと思われる。

孟士
何時コ

昌旬.. 

富岡

1) 結核死菌感作家兎肺胞細胞の capillarymigration 

は， rツ」蛋白抗原により抑制され，抗血清により抑制!は
増強された。

2) 結核;血清は，濃度に比例して，感作及び正常細胞

の migrationinhibitionをおこした。

3) rツ」長白抗原は，抗血清による吸収後も抗血清の
濃度に比例して MI現象を示した。

4) rツ」多糖体抗原は， rッ」蛋白抗原とほぼ同程度の
MI作用を示した。

5) 抗BGG血清は， BGG感作細胞，正常細胞に対し，

抗原と共同して作用を示した。

6) 結核血清の非動化はMI作用を低下させ， compl-

ementの添加によりある程度回復した。

7) 結核血清中に macrophagecytophilic factorがあ

り， MI作用を示した。 これは非動化によりその作用は

失なわれた。

8) 結核血清の飽和硫安分画々分では， r-globulinを

含む画分に MI作用はなく， albuminなどを含む画分に

MI作用がみられた。

9) 結核血清60~80%飽和硫安画分のcolumnchroma-

tography (DEAE-Sephadex A-50， Sephadex G-75)で

は albumin，a-globulinを含む画分に MI作用をみとめ

た。正常血清の同画分には， MI作用はみられなかっ

fこ。

10) 以上の血清因子は，抗原の存在下で MI作用を示

し，免疫学的特異性を示した。

文 献

5) Heise， E.R.， Han， S.， and Weiser， R目S.: J. Imm-

unol.， 101， 1004， 1968. 

6) Carpenter， R.R.: J. Immunol.， 91， 803，1963. 

7) Dumonde， D.C.，九"lolstencroft，R.A.， Panayi， G. 

S.， Matthew， M.， Morley， J.， and Howson， W.T.， 

Nature， 224， 38， 1969. 

8) Nelson， D.S.， Nature， 212， 259， 1966. 

9) Cole， L.R.， and Favour， C.B.: J. Exptl. Med.， 

101， 391， 1955. 

10) Stetson， C.A.， and Dempulos， R. : Ann. N. Y. 

Acad. Sci.， 73， 687， 1958. 

11) Myrvic， Q.N.， Leake， E.S.， and Fariss， B. : J. 

Immunol.， 86， 128， 1968. 

12) 小林豊司:結核の研究11， 109，昭和34年

13) 菊地由生子:免疫実験操作法， p.137， 日木免疫

学会編， 1971. 

14) Scheidegger， J.J. : Intern. Arch. Allergy， 7， 103， 

1955. 

15) Laurell， C.B.， Laurell，S.， and Skoog， N. : Clin 

Chem.， 2， 99， 1956. 

16) Nelson， D.S. : Aust. J. exp. Biol. med. Sci.， 48， 

329， 1970. 

17) Bloom， B.R.， and Bennett， B. : Ann. N. Y. Acad. 

Sci.， 169， 258， 1970. 

18) Amos， H.E.， and Lachmann， P.J. : Immunology， 

18， 269， 1970. 

19) Yamamoto， K.， and Takahashi， Y. : Nature， New 

Biology， 233， 261， 1971. 

20) 奥山春枝，森川和維，菊地由生子:結核の研究

31， 31， 1971. 

21) Pick， E.， Krejici， J.， Cech， K.， and Turk， J. : 

Immunology， 17， 74， 1969. 

22) Dupuy， J.， Perey， D.Y.， andGood， R.A. : Lancet， 

1， 551， 1960. 

23) Rauch， H.C.， and Favour， C.B. : Ann. N. Y. 

Acad. Sci.， 87， 231， 1960. 

24) Tsuji， S.， Oshima， S.， Oshiro， M.， and Izumi， 

1) Bl∞m， B.R，. and Bennett， B. : Science， 153， 80， T. : J. Immunol.， 93， 83， 1964. 

1966. 25) Chaparas， S.D.， Thor， D.E.， Godfrey， H.P.， 

2) Bennett， B.， and Bloom， B.R. : Proc. U.S. Nat. Baer， H.， and Hedrick， S.R. : Science， 170， 637， 

Acad. Sci.， 59， 756， 1968. 1970 

3) David， J.R.， AL-Askari， S.， Lawrence， H.S.， and 

Thomas， L. : J. Immunol.， 93， 264， 1964. 

4) Am田， H.E.， Gurner， B.¥司r.，Olds， R.J.， and C∞一

ms， R.R目A.: Intern. Arch. Allergy， 32， 496， 

1967. 

-16ー


	1001655.tif
	1001656.tif
	1001657.tif
	1001658.tif
	1001659.tif
	1001660.tif
	1001661.tif
	1001662.tif

